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（一社）いきもの共生事業推進協議会・ABINC（エイビンク）概要

【団体概要】
■名称 一般社団法人いきもの共生事業推進協議会

Association for Business Innovation 
in harmony with Nature and Community
<略称ABINC> エイビンク

■設立 2013年12月25日
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[理事と監事]
会 長   森本 幸裕 （京都大学 名誉教授）
副会長    原口 真 （ＭＳ＆ＡＤインシュアランス

グループホールディングス株式会社 TNFD専任SVP）    
理 事     足立 直樹 （一般社団法人 企業と生物多様性イニシアティブ

 理事・事務局長）    
理 事     村山 顕人 （東京大学 大学院工学系研究科 准教授）
理 事     小松 裕幸 （清水建設株式会社 環境経営推進室 

グリーンインフラ推進部 担当部長）    
理 事    髙塚 敏 （株式会社地域環境計画 代表取締役）    
理 事    長澤 基一 （株式会社日本設計 ランドスケープ・

都市基盤設計部 グループ長）   
監 事    梶谷 修 （一般社団法人 日本環境アセスメント協会 顧問）    
監 事    渡邊 哲朗 （税理士法人 渡辺総研）    
顧 問    窪木 登志子（窪木法律事務所 代表）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
■ABINCはAssociation～～の頭文字をとって「エイビンク」と読みます

■マークの六角形は「ジンガサハムシ」というハムシ科の昆虫をモチーフにしています。日本には北海道から九州まで、海外では中国～ベトナム～インドと広い範囲で生息していますが、普段は葉の裏にじっとしていてまったく目立ちません。しかし環境が悪化すると途端に姿が見えなくなる昆虫と言われています。生物多様性を配慮する企業緑地を推進するABINCのマークにふさわしい虫と言えます。

■ABINCは2013年に発足し今年で5年目を迎えます。

■始まりは、企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB・ジェイビーアイビー）の中の部会（土地利用ワーキング）で作成された、本日みな様にお配りしている「いきもの共生事業所推進ガイドライン」を基にした、第三者評価制度のニーズが高まり、企業の環境やCSR担当部署の方が多く集まるJBIBから、別組織として、認証制度や様々な取組をまさにビジネスとして普及していく目的で創設されました。
■JBIBについてはホームページ等をご覧ください。
■代表理事は生態学のわが国の権威である中静先生、そのほか学術、行政、企業のスペシャリストの方々に理事を務めていただいております。




ABINC会員 （22社：関連会社含む、2023年7月現在）
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（一社）いきもの共生事業推進協議会・ABINC（エイビンク）概要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
■会員の皆様はご覧の通り、調査会社、コンサル、ディベロッパー、設計、建設、造園、造園資材など企業緑地に関連する企業の皆様に入会いただき、現在12社です。会員企業の皆様には、ABINCの活動を主体的に実働していただいております。本日ご参加の企業の皆様の中からも、是非参加されたいという方がいらっしゃましたら是非お声かけください。

■認証件数は、お陰様で、現在、新規案件46件。そのうち更新案件が5件です。2017年度は、例年の倍近くの応募をいただいており3月初旬のリリースにむけ、
現在審査中でありますが、2020年のオリパラの年には100件を目指すという、挑戦的な目標も掲げています。
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代表理事　中静　透（東北大学大学院生命科学研究科教授）

顧問 監事 梶谷　修（一般社団法人日本環境アセスメント協会会長）

事務局 安斉健雄（株式会社インターリスク総研　）

評価委員会

大日本コンサル　浦瀬 勇真 日本設計　長澤　基一　 竹中工務店　三輪　隆 審査会

地域性種苗WG シンポジウムWG 認証WG

研修WG 会員サービスWG ガイドライン改訂WG

ホームページWG

ポリテック・エイディディ
伴　武

理事会

運営委員会

ABINC組織図

制度部会広報・普及部会 調査・研究部会企画部会

川廷 昌弘（一般社団法人CEPAジャパン代表）

窪木　登志子（窪木法律事務所　弁護士）

社員総会

代表理事

ABINCの組織

（一社）いきもの共生事業推進協議会・ABINC（エイビンク）概要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
■ABINCの組織はご覧のようになっており、主に理事会と4つの部会（制度、
　　広報・普及、　企画、研究）で構成されています。



ABINC認証 145件（2023年７月現在）
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認証タイプ 開始年 主な施設用途 認証件数

都市・SC（ショッピングセンター）版 2013～ オフィスビル、商業施設など 39

工場版 2014～ 工場 22

集合住宅版 2014～ マンション、集合住宅 69

戸建住宅団地版 2017～ 戸建て住宅団地（街区） ５

物流倉庫版 2017～ 物流倉庫など ７

ADVANCE 2019～ 複合街区 ３

145件

■環境省の自然共生サイトとの連携を開始。ABINC認証システムと自然共生サイトの認証互換性を確認。
■2023年9月環境‐ABINCにて協定を締結。ABINCが自然共生サイトの「認証相当」を認定可能に。
ABINC認証の新規・更新を希望する事業所に、一体的に自然共生サイト（OECM）も認証できることになった。

■2023年8月ゴルフ場を認証するゴルフ場版をトライアル認証実施。
■企業林版は開発中。今後自然共生サイトとの連携を目指す。

（一社）いきもの共生事業推進協議会・ABINC（エイビンク）概要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
■会員の皆様はご覧の通り、調査会社、コンサル、ディベロッパー、設計、建設、造園、造園資材など企業緑地に関連する企業の皆様に入会いただき、現在12社です。会員企業の皆様には、ABINCの活動を主体的に実働していただいております。本日ご参加の企業の皆様の中からも、是非参加されたいという方がいらっしゃましたら是非お声かけください。

■認証件数は、お陰様で、現在、新規案件46件。そのうち更新案件が5件です。2017年度は、例年の倍近くの応募をいただいており3月初旬のリリースにむけ、
現在審査中でありますが、2020年のオリパラの年には100件を目指すという、挑戦的な目標も掲げています。



ABINC認証 評価項目
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第1章：生物多様性に貢献する環境づくり
１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム

第4章：その他の取組
18.イノベイティブポイント

※工場版 3章18項目 103点満点

（一社）いきもの共生事業推進協議会・ABINC（エイビンク）概要



ABINC認証事例 認証事業所例
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都市再開発・SC（ショッピングセンター）版
 東京ポートシティ竹芝

工場版
 東京ポートシティ竹芝

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
■ABINCはAssociation～～の頭文字をとって「エイビンク」と読みます

■マークの六角形は「ジンガサハムシ」というハムシ科の昆虫をモチーフにしています。日本には北海道から九州まで、海外では中国～ベトナム～インドと広い範囲で生息していますが、普段は葉の裏にじっとしていてまったく目立ちません。しかし環境が悪化すると途端に姿が見えなくなる昆虫と言われています。生物多様性を配慮する企業緑地を推進するABINCのマークにふさわしい虫と言えます。

■ABINCは2013年に発足し今年で5年目を迎えます。

■始まりは、企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB・ジェイビーアイビー）の中の部会（土地利用ワーキング）で作成された、本日みな様にお配りしている「いきもの共生事業所推進ガイドライン」を基にした、第三者評価制度のニーズが高まり、企業の環境やCSR担当部署の方が多く集まるJBIBから、別組織として、認証制度や様々な取組をまさにビジネスとして普及していく目的で創設されました。
■JBIBについてはホームページ等をご覧ください。
■代表理事は生態学のわが国の権威である中静先生、そのほか学術、行政、企業のスペシャリストの方々に理事を務めていただいております。




ABINC認証事例 認証事業所例
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集合住宅版
 プラウド国分寺

ADVANCE（複合街区）
 HARUMI FLAG

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
■ABINCはAssociation～～の頭文字をとって「エイビンク」と読みます

■マークの六角形は「ジンガサハムシ」というハムシ科の昆虫をモチーフにしています。日本には北海道から九州まで、海外では中国～ベトナム～インドと広い範囲で生息していますが、普段は葉の裏にじっとしていてまったく目立ちません。しかし環境が悪化すると途端に姿が見えなくなる昆虫と言われています。生物多様性を配慮する企業緑地を推進するABINCのマークにふさわしい虫と言えます。

■ABINCは2013年に発足し今年で5年目を迎えます。

■始まりは、企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB・ジェイビーアイビー）の中の部会（土地利用ワーキング）で作成された、本日みな様にお配りしている「いきもの共生事業所推進ガイドライン」を基にした、第三者評価制度のニーズが高まり、企業の環境やCSR担当部署の方が多く集まるJBIBから、別組織として、認証制度や様々な取組をまさにビジネスとして普及していく目的で創設されました。
■JBIBについてはホームページ等をご覧ください。
■代表理事は生態学のわが国の権威である中静先生、そのほか学術、行政、企業のスペシャリストの方々に理事を務めていただいております。




コンセプト

分散していた本社機能を、駿河台地区に統合する
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近隣住民や周辺環境との
調和を十分に考慮

計画の目的

全体コンセプト
竣工当時のコンセプト

「地域に溶け込んで、地域の皆さんと一緒に栄える」
「近隣の価値向上に貢献する」

再開発におけるコンセプト
1. 業務、交流機能の整備による地域の活性化
2. 親しみを育む “緑の大地” の形成

① 緑のトップランナーを目指す
② エコロジカルネットワークの形成
③ 緑陰にあふれる、良好な街並み景観の保全・拡充

3. 環境負荷の低減
4. 安全で快適なまちづくりの推進
5. 歩行者の回遊性の向上

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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旧大正海上火災保険の本社ビル
として1984年3月に竣工

 敷地面積 11,970㎡

三井住友海上火災保険の本社ビ
ルとして2012年2月に竣工

 敷地面積 5,417㎡

駿河台新館

三井住友海上駿河台ビル

面積
17,387㎡

緑地面積合計
7,090㎡

全体の緑地率
40.8％

ECOM駿河台 屋上庭園

第1章：生物多様性に貢献する環境づくり
１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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壁面緑化への挑戦

レインガーデン

（437㎡の大規模壁面緑化）

（在来種壁面緑化）

街路樹の複列植栽

階層構造の創出

(屋上ビオトープ)
(粗放管理エリア) バードサンクチュアリ

在来種の植栽

誘引する動物と
解説用QRコード
を記した樹名板

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



全体計画

駿河台新館

三井住友海上駿河台ビル

12Copyright  2018 InterRisk Research  &  Consulting,  Inc.    All  rights  reserved.  

壁面緑化 壁面緑化 屋上緑化

在来種植栽

環境教育 コミュニケーション

第1章：生物多様性に貢献する環境づくり
１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

緑地の量・質、在来種、壁面緑化

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



エコロジカルネットワーク
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 近隣の緑地間を結ぶ中継地とし、都市化によって
分断された生態系のネットワークを構築。

コゲラを想定したネットワーク図

誘致目標種（8種のうち５種が緑地改修後に飛来）

第1章：生物多様性に貢献する環境づくり
１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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第1章：生物多様性に貢献する環境づくり
１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

在来種

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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第Ⅰ章
生物多様性に貢献する環境づくり
②立体的な緑の量
タイプ②〈草地〉第1章：生物多様性に貢献する環境づくり

１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

いきもの誘致の施設、モニタリング

■敷地内３カ所にモニタリングカメラを設置
■現在は法政大学人間環境学部高田ゼミを講師に、近隣住民や従業員を対象に
月に1回の野鳥のモニタリング「野鳥観察会」を実施

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



モニタリング
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野鳥観察会（2004年～）

飛来･営巣している野鳥の例

蓄積されたデータを緑地設計に活用

※写真は駿河台緑地内で撮影

保護されたアオバズク

営巣場所

メジロ

シジュウカラ

ヒメアマツバメのコロニー

鳥（チョウの専門調査（2012年～/月1回）

大学生による説明 シジュウカラの巣箱を設置

ジョウビタキ

ウグイスツグミ

ムラサキシジミ

系

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館

※2016年からは鳥のみ調査
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① 環境コミュニケーションおよびエコロジカルネットワークの
拠点としての機能を、高いレベルで共存させる。

② 緑のトップランナーとしての駿河台ビルの歴史を継承す
る。

③ 樹木（高木、中木、低木）は、薬剤による病害虫防
除が不要な樹種、アレジーフリーの樹種、自生種、野
鳥が採餌・営巣のために好む樹種、とする。

④ 宿根草・花木は、昆虫が花粉媒介を行うものを初春か
ら出来る限り長期間蜜源が持続するように開花時期を
連続させる。

⑤ 既存樹・宿根草で③または④の条件に適うものは、３
Ｒの観点から、積極的に新館等に移植し再利用（リ
ユース）する。

⑥ 屋上庭園等で過剰に占有している樹種は伐採し、新規
樹木のための場所を空け、３Ｒの観点から適切に処理
する。

⑦ 新規に植栽する樹木は、場所に応じて小さい苗を長期
的に育成することを考え、初期コストを低減する。

生物多様性緑化のための樹木･植栽選定基準

在来種のみにこだわらず（在来種を優先しながら）、
誘致目標種それぞれの生活史を考慮して植栽種を選定

第1章：生物多様性に貢献する環境づくり
１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



緑地マネジメントの体制（例）
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第2章：生物多様性に配慮
した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダー
とのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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第Ⅱ章
生物多様性に配慮した維持管理
⑩水循環への配慮
（雨水の有効利用）第1章：生物多様性に貢献する環境づくり

１．緑地面積率
２．単層か、複層か
３．まとまりのある緑地
４．土壌
５．生態系ケットワーク
６．在来種
７．特殊緑化
８．いきもの誘致の施設

第2章：生物多様性に配慮した緑地管理
9．化学薬品
10.雨水利用（地下水涵養）
11．発生材の利用
12.モニタリング
13．外来種対策

第3章：ステークホルダーとのコミュニケーション
14.地域、専門家との連携
15．人材育成
16．従業員参画
17．環境教育プログラム
18.イノベイティブポイント

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



地域との環境コミュニケーション
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多様な公開イベントの開催

コミュニケーションスペース
ECOM駿河台を拠点とした活動を展開

屋上への田んぼ設置
（2013年～）

環境コミュニケーションスペース「ECOM駿河台」（2012年～）

屋上菜園の貸し出し
（社員への貸し出し：2003年～
社外への貸し出し：2013年～）

屋上庭園の一般開放（2013年～）

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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第Ⅲ章
コミュニケーション活動
（ステークホルダーとのコミュニケーション）
⑭地域および専門家との連携
⑯従業員の参画
⑰社外向け環境教育プログラムの推進

第Ⅲ章
コミュニケーション活動
（ステークホルダーとのコミュニケーション）
⑭地域および専門家との連携
⑯従業員の参画
⑰社外向け環境教育プログラムの推進

環境コミュニケーションスペース
ECOM（エコム）駿河台 屋上菜園

■25区画の菜園を、近隣住民や社員の希望者に
に貸し出している。（定期2年）

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館
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在来種比率と害虫管理工数（江戸のみどり※樹木台帳・管理日報の分析結果）

緑：在来種比率（濃緑：東京都在来種選定ガイドライン掲載種、黄緑：不掲載の都内自生種）
赤：害虫管理工数割合（対ゾーン管理工数）
青：中高木の多様度指数（Shannon-Wiener’s H’）

屋上庭園

ECOM前庭

※をもとに分析

新館外周

本館北側

モニタリングカメラ

本館前庭

本館西側

本館南側

50.0%

80.8%

79.7%

72.2%

90.3%

73.0%

91.1%

イノベィティブポイント

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



植栽図面上に各種の管理情報を集約
樹木管理システム（2011年～）

イノベィティブポイント

ABINC認証事例 三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館



ご清聴ありがとうございました

一般社団法人いきもの共生事業推進協議会・ABINC（エイビンク）
事務局長 安斉健雄（MS&ADインターリスク総研）
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